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インターン受入条件について

開催日時

対象学生

学部・学科

交通費

宿泊費

2026年7月27日～2026年9月18日
（土日祝除く平日5日間）（8月8日～8月23日を除く）
※一部1日間のみのグループあり

大学院（修士、博士を含む）、大学、工業高等専門学校（高専）

専門学校において、2028年3月に修了・卒業見込みの方

1日あたり6,000円支給

土木、建築、電気、機械、環境、理学、農学など

全額会社負担
※飛行機・新幹線等はご自身で手配していただくようお願いしております。

6,000円を上限に実費支給（東京のみ上限7,000円）
※宿泊施設はご自身で手配していただくようお願いしております。

日当

応募方法について

自己紹介書（Excel形式）にご記入のうえ、下記リンクより
ご提出ください。※必ず、希望グループの受入日程（P19～P20）をご確認ください。

https://www.career-
cloud.asia/28/form/questionnaire?id=ada0ef21548929a5578604bcb45ac423

書類選考を実施します。（1～2週間お時間をいただきます。）

通過された方には、受入内容の詳細を送付いたします。
（合否関わらず、結果のご連絡をいたします。）

STEP１

STEP２

STEP３

【自己紹介書提出フォーム】 こちらのQRからも
ご提出いただけます！

応募締切：6月30日（火）17:00まで

https://www.career-cloud.asia/28/form/questionnaire?id=ada0ef21548929a5578604bcb45ac423
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DX技術グループの紹介



業務内容

デジタルで進化するインフラ事業

DX技術グループ

インターンで経験できること

実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶東京本社：・GISやDatabaseを活用した業務を体験ながらアプリケーションの構築の体験
・Microsoft Copilot（AI)を活用した報告書作成の演習
・Microsoft Azure Cloud 業務提供の概略と、評価環境での演習
・基本情報技術者としての座学・演習など

グループのアピールポイント

最先端のクラウド・SaaS技術に挑戦できる！

DX・ICTを活用して建設コンサル業界の変革に挑戦できる！
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クラウド技術を活用した基盤構築業務、
システム構築業務、アプリケーション開発業務

1

プロジェクトストーリー

「３Ⅾ点群データの取得・処理技術」×「ゲームエンジン上での表現技術」

好きな場所で正確な河川氾濫をリアルに体験できる
技術を開発

歩くだけで周辺の点群を取得



業務内容

官民連携で支えるまちづくり事業

事業開発グループ・PPP戦略グループ

インターンで経験できること

実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：PPP/PFI基礎・実践研修（課題検討等）、現地見学など

グループのアピールポイント

まちづくりの大事な一歩に携われます！

上流部分から公共事業に関わることに興味のある方、色々な人や幅広い分野に関わ
ることに興味のある方は特におすすめの部署です！
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官民連携による「まちづくり」事業（土木・建築）
社会基盤・地域交流拠点施設計画
PPP/PFIアドバイザリー、
事業スキーム(経営・経済・法)、事業開発など
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先輩社員インタビュー

事業開発部 事業開発グループ
事業開発チーム

杉本真莉さん（2018年入社）

大学院では主に都市計画を学び、大阪府岸和田市の
新たなエリアについて、どのように整備すれば活性
化するのかなどのフィールドワークを実施。就活で
は、学んできた専門性を活かす道を探る。地方公務
員やゼネコンも考えたが、全国さまざまな場所で計
画をメインに担当できる建設コンサルタントを選び、
地元大阪のニュージェックに入社。

インタビュー詳細はこちら！

行政も使う人たちも、
笑顔になれる素敵な場所を

増やしたい。

キャリアの原点

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview13.html



業務内容

世界のインフラを支える国際事業

国際技術グループ

※今年度は電力電気分野のみ仕事体験を実施いたします。（１日間）

インターンで経験できること

実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社
電力電気：海外の送変配電設備に係る講義（架空送電設備・変電設備・配電設備）など

▶東京本社
電力電気：海外の送変配電設備に係る講義（架空送電設備・変電設備・配電設備）など

グループのアピールポイント

世界的な課題解決へ貢献する機会があります！

国家規模のプロジェクトに参加でき、途上国の人々から頼りにされるので技術者と
してのやりがいがあります。

様々な国で、様々な文化や人々との出会いがあり、見識が広がります。

現地や欧米コンサルタントとグローバルに協業することで、視野が広がります。

様々な国やステージの業務に挑戦することで、技術者としての成長を実感できます。
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〇電力土木分野（※今年度インターンシップの受入は行っていません）
海外における電源開発調査、発・送・変電に係る土木設備に関する業務

〇電力電気分野
海外における発・送・変・配電設備に関する調査・ 施工監理およびエネルギートランジ
ッションの調査

〇インフラ施設分野（※今年度インターンシップの受入は行っていません）
海外における上下水道設備・河川防災設備に関する設計・調査・施工管理業務民連携によ
る「まちづくり」事業（土木・建築）

03

04

05

3



河川部門のグループ（河川グループ・ダムグループ）を
どちらも体験することができます！
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「河川にも興味があるけど、ダムの業務も体験してみたいな…」
「まだ具体的な分野は決めかねている」という方は、
部門単位での応募をおすすめします！

部門単位でご応募いただいた場合、
河川グループ2.5日間＋ダムグループ2.5日間の計5日間で
2グループを体験いただくことができます！

部門単位でご応募いただけるのは、下記の週です。
ご都合があえばぜひご応募ください。

① 7月27日～7月31日

② 8月 3日～8月7日

③ 8月24日～8月28日

④ 8月31日～9月4日

⑤ 9月 7日～9月11日

⑥ 9月14日～9月18日

※大阪本社または東京本社のみでの実施となります。
※自己紹介書の希望グループ欄は「河川部門」をご選択ください。

河川部門でのインターンシップ



インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：降雨特性分析・流出解析・洪水調節計算・河川水位計算・河川流下能力算出・
平面二次元流況解析・浸水解析・堤防浸透流解析・3次元CAD演習・水質評価・
環境事業評価など

▶東京本社：河川構造物の設計の補助、河川計画検討の補助など

▶中部支店：内外水の氾濫解析モデルを用いた浸水被害軽減対策効果シミュレーションの
モデル作成・解析結果の図化・説明資料作成補助など

▶九州支店：河川計画検討の補助など

業務内容

安全な水環境を築く河川事業

河川グループ

グループのアピールポイント

高度な技術で課題を解決します。（多くの特許取得、博士(工学)が多く在籍）

ニュージェックの屋台骨を支える最大グループです！

関西のコンサルで唯一の水理実験施設を常備しています。
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河川計画/構造物設計/都市型水害対策/総合土砂管理など

5

想定外に進むダムの堆砂。
謎は多いほど楽しさがある。

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview01.html

先輩社員インタビュー

河川部門 河川グループ
河川計画チーム

中山彰人さん（2019年入社）



インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：ダム設計・施工の紹介・現地調査体験・ダム設計演習・BIM/CIM体験・
実業務の作業補助など

▶東京本社：①設計チーム：ダム設計・施工の紹介・実業務を通じた設計体験
現地見学（ダム施工現場）ダムサイト選定演習
ダム安定計算演習・実業務の作業補助

②鉄鋼チーム：河川/ダム水門(ゲート設備)の設備・業務紹介
現地見学(都内水門施設：１日)
流量計算演習・ポンプ講習会視聴・水門工学演習(４日)など

業務内容

ダムグループ

グループのアピールポイント

ダムはコンクリートまたは土質材料などにより築造された巨大堰堤にゲート機械設
備、電気通信設備、道路・トンネル・橋梁などが付属した、日々運転・管理される
大規模総合土木構造物です。洪水調節により人命・財産を守る役割と、利水や水力
発電、水道・農業用水、工業用水などにより、生活・環境を守る役割を担う大規模
インフラです。

ダムグループは、この大規模インフラであるダムの取設計に取り組むグループです。
くろよんスピリットを心に秘めて、そのやりがいは超大規模！
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ダム基本設計/構造設計/維持管理点検/調査/
耐震性能照査/ゲート等機械設備設計など

6

プロジェクトストーリー

岩積みの美しい都市型ダムが、
洪水から人々を守り、環境を潤わす。

プロジェクトストーリーの詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/project/project04.html

安威川ダムプロジェクト

施行時

命と生活を守るダム事業



交通・都市部門のグループを

すべて体験することができます！
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「１つの部署だけでなく、いくつかの部署を体験してみたいな…」
「まだ具体的な分野は決めかねている」という方は、
部門単位での応募をおすすめします！

部門単位でご応募いただいた場合、
例）道路グループ1.5日間＋港湾・海岸グループ1.5日間＋

都市・上下水道グループ2日間の計5日間で3グループを体験できます！
（※ご本人の希望により、各部署の日数等は調整いたします。）

部門単位でご応募いただけるのは、下記の週です。
ご都合があえばぜひご応募ください。

① 7月27日～7月31日

② 8月 3日～8月7日

③ 8月24日～8月28日

④ 8月31日～9月4日

⑤ 9月 7日～9月11日

⑥ 9月14日～9月18日

※大阪本社または東京本社のみでの実施となります。
※自己紹介書の希望グループ欄は「交通・都市部門」をご選択ください。

（道路グループ/港湾・海岸グループ/都市・上下水道グループ）

交通・都市部門でのインターンシップ



インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記業務の補助や体験をすることができます。

▶大阪本社：交通計画・調査・道路・電線地中化・構造・地盤・トンネル・維持管理・橋梁

▶東京本社：交通計画・調査・道路・電線地中化・構造・地盤・トンネル・維持管理・橋梁

▶中部支店：道路

▶九州支店：道路・電線地中化・構造・地盤・トンネル・維持管理・橋梁・維持管理
空港・維持管理

交通計画・調査/道路・橋梁の計画設計/トンネル/
無電柱化/空港/舗装/維持管理/防災など

業務内容

暮らしと地域を支える道路事業

道路グループ

グループのアピールポイント

多岐に渡る専門分野の技術者が集結し、様々な業務分野で活躍できます。

社会への貢献を間近で感じることができます！

若手技術者育成に尽力しています。（若手勉強会、報告会、技術士取得教育等）
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都市・交通部門 道路グループ
橋梁チーム

中垣文那さん（2019年入社）

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview03.html

先輩社員インタビュー

何もなかった草むらに、
5年先、私の設計した橋が架かる。



インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：港湾の計画、調査、設計、解析、維持管理に関する説明と課題検討

▶東京本社：港湾の設計に関する説明と課題検討

▶中部支店：港湾の設計に関する説明と課題検討

港湾計画/港湾施設設計
地震動や津波の予測・対策
アセットマネジメントなど

業務内容

港湾・海岸グループ

グループのアピールポイント

日本はエネルギーの９割以上、食料の６割を海外に依存しており、その輸出入貨物
のほぼ全て（99％以上）が港湾で取り扱われています。
“我が国の経済活動及び国民の暮らしを支える”といった意識・目的をもって業務に
取り組むことができます。

大規模地震発生時に、港湾は緊急物資、復旧資機材の供給拠点や代替輸送機能とし
ての役割を果たしています。
大規模地震発生時においても港湾施設の「機能維持」「早期復旧」にも寄与してい
ます。

0１

02

9

粘り強さとひらめきで、
災害時も機能する港をつくれ。

先輩社員インタビュー

都市・交通部門 港湾・海岸グループ
港湾・空港チーム

高岡慶人さん（2018年入社）

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview04.html

海と物流を支える港湾事業



内水氾濫解析/耐震解析/管渠設計/浄水場設計/
配水池設計/下水処理場設計/ポンプ場設計/
公園設計/官民連携など

業務内容

都市・上下水道グループ

インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：①実業務を通じた上水道・下水道の計画・設計の補助・体験
②公園の計画・設計・調査の補助

▶東京本社・中部支店・九州支店
：実業務を通じた上水道・下水道の計画・設計の補助・体験

グループのアピールポイント

衛生工学・土木工学・機械工学・電気工学・建築の総合工学グループであり、
都市社会生活に関する様々な課題を総合力で解決することができます。

若手技術者育成に尽力しています！
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プロジェクトストーリー

排水機能を止めるな。
昭和生まれのポンプ場を最新仕様へ。

プロジェクトストーリーの詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/project/project07.html

川崎市渡田ポンプ場大規模雨水処理施設整備事業計画

神奈川県川崎市にある渡田ポンプ場は、昭和18年に雨水ポンプ場施設が、昭和39年には汚水ポンプ場施設が運
転を開始した川崎市でも古いポンプ場です。70年近くにわたり、市民の健やかで安全な生活を支えてきた一方
で、老朽化が進行していました。そこで川崎市は渡田ポンプ場の完全リニューアルを決断。老朽化対策に加え
て、近年の雨水量の増加に耐えうる雨水排水機能の増強を図ることにしたのです。

最大のポイントは、限られた敷地の中で既設の
ポンプ場機能を止めることなく、すべての施設
を新しく入れ替える長い挑戦となりました。

途中段階 2024年

都市環境を支える上下水道・公園事業



原子力の安全を支える耐震事業
社会基盤を支える送配電事業

電気・機械分野の部署は、合同で5日間のインターンシップを実施します。

・送配電グループ（1日間）
・再生可能エネルギーグループ（2日間）
・電気通信グループ（1日間）
・都市・上下水道グループ設備チーム（1日間）

※電気通信グループのみ、東京本社で単体でご参加もできます。（1日間）
※都市・上下水道グループ設備チームは、単体で最大5日間ご参加いただけます。

エネルギー施設（原子力発電土木施設等）の耐震安全性評価
地震応答解析など

業務内容

原子力耐震グループ

グループのアピールポイント

原子力業務は一般土木の幅広い知識だけでなく、高度な技術力や分析力が求められる
業務です。業務を遂行する際には膨大なケース量の解析を行うことが多々あるため、
執務室には大型計算機を備えており、他の職場ではなかなか経験できない高度な解析
を行うことができます。

若手の意見も尊重してもらえるので、意欲を持ってチャレンジできるのも魅力のひと
つです！

0１

02

送配電グループ

送配電設備調査・設計など

業務内容

グループのアピールポイント

長期的な設備改修や再生可能エネルギーの促進に伴う連系線需要など業務が安定した
分野です。

関西電力グループとしての研修プログラムに参加できるなど育成制度が充実していま
す！

地球環境対策のための電化促進や再生可能エネルギー促進を支えるやりがいのある仕
事です！

0１

02

03
11

※1日間のみの仕事体験となります。
原子力耐震Gの紹介（0.5日）、解析事例の演習（0.5日）

電気・機械系の学生向け

（



水力発電、地熱発電、風力発電の設計など

業務内容

再生可能エネルギーグループ

グループのアピールポイント

地球温暖化防止の観点や純国産エネルギーとして、再生可能エネルギーによる発電は
注目されています。
地球環境にやさしく、持続可能な電気を通じた生活レベルの向上の一翼を担うことが
できます！

発電所に関するエンジニアリングは技術のすそ野が広く、ニュージェックのほぼ全分
野の協力が必要です。
ニュージェックの専門技術をオールラウンドで感じることができます。

0１

02

電気通信グループ

河川・道路・港湾施設の電気設備
（受変電設備、道路照明設備、トンネル照明設備等）
通信設備（多重無線設備、放流警報設備、
光ケーブル経路等）
情報通信システム
（CCTV設備、ダム管理用制御処理設備等）の調査、設計など

業務内容

グループのアピールポイント

電気通信分野が担う役割は、ＩＣＴ（情報通信技術）による社会インフラの安全・安心
の実現です。大規模地震や局地的集中豪雨による水害などの発生に伴い、我々の役割は
ますます重要になってきています。
これらの役割を実現するために最新の技術を調査し、経済性や安全性、維持管理性など
に優れた最適な施設を設計しています！

0１

12

未来の電力を支える再エネ事業
情報通信で支える社会基盤事業



インターンで経験できること

実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社（計5日間）
・送配電グループ（1日間） ：業務紹介・現場見学など

・再生可能エネルギーグループ（2日間）：水力発電設備の概略設計の演習など

・電気通信グループ（1日間） ：電気通信業務・情報通信設備・電気設備の説明
非常用発電機容量計算及び配置図作成

・都市・上下水道グループ
設備チーム（1日間） ：電気設備・機械設備の概要説明・演習など

▶東京本社
電気通信グループ（1日間） ：電気通信設備の業務説明

ダム管理設備の現地踏査報告書の作成補助
ダム管理設備のシステム構成図の作成補助
ＣＣＴＶカメラ詳細設計図面、数量の確認
ＣＣＴＶカメラポールの強度計算書の確認など
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都市・上下水道グループ

設備チーム

上水道・下水道施設のプラント設備に関する機械設備・
電気設備の設計・計画
例）水処理・汚泥処理方式や監視制御方法等の決定

配置検討、容量計算等を行い、図面や仕様書案を作成
老朽度調査等による最適な改築時期・方法の決定

業務内容

チームのアピールポイント

機械・電気系の担当者は様々な場面で必要とされており、業務において上流工程である
施設の構想や計画、基本設計の段階から従事することができます。
入社後の早い段階から第一線で活躍し、幅広い知識を身につけることも可能で、これか
らの施設運営管理時代においても重要な役割を果たすこととなります。

水インフラを支える設備事業
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先輩社員インタビュー

電力部門 再生可能エネルギーグループ
水力発電チーム

八木貫太さん（2021年入社）

インタビュー詳細はこちら！

10年先の水力発電所をつくる。
日本での経験を活かし、世界へ。

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview08.html

電力部門 送配電グループ
送配電第一チーム

宮下尚大さん（2016年入社）

インタビュー詳細はこちら！

頭も身体もフル回転。
災害に負けない鉄塔をつくる。

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview07.html

放流量を制御し、警報を鳴らす。
ダムの頭脳をつくりだす。

今田 暁さん（2016年入社）

基盤技術部門 電気通信グループ
電気通信チーム

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview11.html



地質調査解析、砂防調査など

業務内容

地盤・防災を支える地圏事業

地圏グループ

グループのアピールポイント

地圏グループは設計を行う上で基本条件となる地盤状況についての地質調査、地質
解析を行っています。

当社は総合建設コンサルタントであるため、多様な設計業務に関連した地質調査、
地質解析に携わることができます。

0１

02

インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：土木地質の調査・解析、土木地質演習（座学）、ダムの地質調査（現地実習）
ボーリングコア観察（実習）など

▶東京本社：土砂災害に対する調査・防災対策、砂防・防災概論（座学）、
災害地形判読（実習）、土砂災害調査・砂防設備見学（現地実習）、
土砂水理学演習（実習）、DIS演習（実習）など
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地面の下に思いをめぐらせ
正しく伝える通訳へ。

先輩社員インタビュー

基盤技術部門 地圏グループ
地質第二チーム

鎌田恭平さん（2020年入社）

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview09.html



環境調査、環境アセスメントなど

業務内容

地球環境グループ

グループのアピールポイント

「単なる調査屋ではなく、目的達成のために必要となる調査計画の検討、調査結果
の解析・評価、課題抽出、解決策の検討ができるコンサルタント」を目指してい
ます！

当グループには、魚、植物、鳥、昆虫の専門家から、大気や音、水の専門家などが
在籍し、河川グループ、道路グループ、都市・上下水道グループといった他の専門
グループとも連携して、環境への配慮などを検討しています。

0１

02

インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶東京本社：業務作業補助(WORD,エクセル等)など

魚類調査 鳥類調査 植物の移植
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先輩社員インタビュー

時には機材をかつぎ山に登る。
自然のある快適な暮らしを
守るために。

山野旬郎さん（2017年入社）

インタビュー詳細はこちら！

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview10.html

基盤技術部門 地球環境グループ
環境チーム

キャリアの原点

小さなころから海の魅力に惹かれ、海洋系の大学へ。大
学院では、海の森である“藻場”を研究。環境の方面か
ら社会インフラの整備に関わりたいと建設コンサルタン
トを志望。「出身である関西を地盤に全国展開」「総合
建設コンサルタント」であることが決め手となり、
ニュージェックへ入社。

自然環境を支える環境保全事業



コンクリート・鋼構造物の構造解析/耐震性評価/
コンクリート構造物の健全度評価など

業務内容

先進技術グループ

グループのアピールポイント

現場の作業が多く、日本全国色々な場所に行くことができる！地質解析に携わること
ができます！

最先端の技術にチャレンジができ、頑張った分だけ自らの市場価値があがります。

0１

02

インターンで経験できること

実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：鉄筋コンクリートおよび鋼構造物の耐震解析の体験
コンクリート構造物の劣化調査結果の整理と健全度評価の体験など

ひび割れ調査 変状箇所スキャニング SEM観察（ASR劣化評価）

ゲート大変形解析 水圧鉄管動的解析 RC水槽ひび割れ解析
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インフラを守る構造・耐震事業



建築設計（意匠・構造・設備）など

業務内容

安全な暮らしを支える建築事業

建築グループ

グループのアピールポイント

建築グループは、公共施設、電力施設、民間施設、土木施設との共同案件など幅広い
分野において、企画、計画から調査、診断、詳細設計、工事監理までの業務がありま
す。建物に関する様々な要望にグループの力を合わせて全力で対応します！

0１

インターンで経験できること

各支店、実務を交えながら下記体験をすることができます。

▶大阪本社：実務経験・現場確認（工事監理案件同行）など

▶東京本社：プラン検討、法令チェック、図面作成・確認、BIM作業、現場確認など
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先輩社員インタビュー

一級建築士事務所 建築グループ
建築機械設備チーム

中川克也さん（2018年入社）

大学院では、建築環境工学を研究。特に、快適な室
内空間を創出する設備設計に興味を持った。就職活
動では、設計事務所やファシリティマネジメント業
界なども検討したが、OBOG訪問でニュージェック
のことを知り、他領域の人と関わりながら設備設計
に関われる環境や、フラットな社風に惹かれて入社
を決めた。

インタビュー詳細はこちら！

単なる空間に、
目的に合わせた機能を。
設備設計は、
建物に命を吹き込む仕事。

キャリアの原点

https://www.newjec.co.jp/saiyo/interview/interview12.html



夏季インターンシップ
開催スケジュール

事業開発 国際技術
※1

河川 ダム 道路 港湾・海岸 都市・上下水道

7/27~7/31 ● ● ● ● ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ● ● ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ● ● ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ● ● ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ● ● ● ● ●

9/14~9/18 ● ● ● ● ● ● ●

7月～9月
開催！

※各所属、●のある週で開催しております。
（変更となる場合がございます。）大阪本社

※2電気・機械分野の部署は下記4グループで
合同実施いたします。（計5日間）

・送配電グループ1日間
・再生可能エネルギーグループ2日間
・電気通信グループ1日間
・都市・上下水道グループ1日間

※1国際技術グループは電力電気分野のみ
実施いたします。（1日間）
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原子力耐震 電気・機械分野
※２

地圏 先進技術 建築

7/27~7/31 ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ● ●

9/14~9/18 ● ● ● ● ●

河川部門 交通・都市部門

7/27~7/31 ● ●

8/3~8/7 ● ●

8/24~8/28 ● ●

8/31~9/4 ● ●

9/7~9/11 ● ●

9/14~9/18 ● ●

部門単位応募



東京本社

※1国際技術グループは電力電気分野のみ
実施いたします。（1日間）
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DX技術 国際技術※1 河川 ダム 道路 港湾・海岸
都市・
上下水道

7/27~7/31 ● ● ● ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ● ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ● ● ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ● ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ● ● ● ●

9/14~9/18 ● ● ● ● ●

電気通信 地圏 地球環境 建築

7/27~7/31 ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ●

9/14~9/18 ● ●

中部支店
河川 道路 港湾・海岸 都市・上下水道

7/27~7/31 ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ● ●

9/14~9/18 ● ● ● ●

河川 道路
都市・
上下水道

7/27~7/31 ● ● ●

8/3~8/7 ● ● ●

8/24~8/28 ● ● ●

8/31~9/4 ● ● ●

9/7~9/11 ● ● ●

9/14~9/18 ● ● ●

九州支店



ｂ

大阪本社 東京本社

九州支店中部支店


